
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

彩
の
歳
事
記 

 
 

 
 

平
成
二
十
二
年 

九
月 

野
辺
見
れ
ば 

な
で
し
こ
の
花 

咲
き
に
け
り 

わ
が
待
つ秋
は 

近
づ
く
ら
し
も 

 
 

 

万
葉
集 

「
野
を
見
る
と
な
で
し
こ
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す｡

私
が
待
っ
て
い
る
秋
が
近
づ
い
て
き
た
よ
う
で
す
」 

 
 

 

華
や
か
・
上
品
・
奥
ゆ
か
し
く
繊
細
な
撫
子
は
、
花
期
が
夏
か
ら
秋
に
渡
る
こ
と
か
ら
、
古
く
は 

常
夏(

と
こ
な
つ)
と
も
呼
ば
れ
「
源
氏
物
語
」
の
巻
名
に
も
あ
り
、
庭
に
色
々
な
「
ト
コ
ナ
ツ
」
を
彩
り
良
く 

植
え
て
い
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
撫
で
し
子
」
の
表
記
か
ら
こ
ど
も
や
女
性
に
例
え
ら
れ
、
和
歌
な
ど
に 

多
く
詠
ま
れ
ま
し
た
。「
枕
草
子
」
に
「
草
の
花
は
な
で
し
こ
、
唐
の
は
さ
ら
な
り 

や
ま
と
の
も
い
と
め
で
た
し
・
・
・
」 

と
あ
る
よ
う
に
当
時
の
貴
族
に
愛
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
山
上
憶
良
の
歌
に 

「秋
の
野
に
咲
き
た
る
花
を
指
折
り
か
き
数
ふ
れ
ば
七
種
の
花
」「
萩
の
花 

尾
花 

葛
花 

撫
子
の
花 

女
郎
花 

藤
袴 

朝
貌(

あ
さ
が
お)

の
花
」 

九
月
の
異
称 

 

長
月

な
が
つ
き 

夜
長
月
の
略
。
新
暦
で
は
十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
上
旬
に
あ
た
り
、
夜
が
長
く
な
る
。 

九
月
の
暦
、 

一
日 

 

防
災
の
日 

関
東
大
震
災(M

7
.9

〒
死
傷
者
・
行
方
丌
明
者2

4

万
人
以
上)

を
教
訓
と
し
て
防
災
意
識
を
高
め
る
為 

 
 

 
 

 
 

 
1
9
6
0

年
に
制
定
さ
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
も
高
ま
り
特
集
が
組
ま
れ
る
こ
と
も
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
百
十
日
【
雑
節
】
立
春
か
ら
二
百
十
日
目
で
嵐
が
到
来
す
る
時
と
恐
れ
ら
れ
た
。
夏
目
漱
石
の
小
説
「
二
百
十
日
」

は
ユ
ー
モ
ア
と
社
会
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
精
神
が
同
時
に
味
わ
え
る
作
品
で
阿
蘇
山
が
舞
台
。 

 
 

二
日 

 

天
心
忌

て
ん
し
ん
き 

 

東
京
美
術
学
校
、
日
本
美
術
院
を
創
設
と
近
代
日
本
美
術
界
に
貢
献
し
た
岡
倉
天
心 

 
 

【1
8
6
3

～1
9
1
3

】
の
忌
日
。
台
東
区
谷
中
の
岡
倉
天
心
記
念
公
園
（
横
山
大
観
【1

8
6
8

～ 

1
9
5
8

】
と
共
に
設
立
し
た
日
本
美
術
院
の
跡)

に
あ
る
六
角
堂
に
は
平
櫛
田
中
【1

8
7
2

～1
9

7
9

】 

作
の
天
心
坐
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

お
わ
ら
風
の
盆
〓
一
日
～
三
日
〔
富
山
県
八
尾(

や
つ
お)

の
民
謡
行
事
。
胡
弓
の
調
べ
と
越
中
お
わ
ら
節
の 

響
き
が
初
秋
の
哀
愁
を
漂
わ
せ
る
。 

八
日 

 

白
露

は

く

ろ

【
二
十
四
節
気
】
秋
が
本
格
的
に
到
来
、
草
花
に
朝
露
が
つ
く
よ
う
に
な
る
。 

秋
草
に
置
く
白
露
の
飽
か
ず
の
み
相
見
る
も
の
を
月
を
し
待
た
む 

 

大
伴
家
持
【7

1
8

～7
85

】 

九
日 

 

重
陽

ち
ょ
う
よ
う

の
節
句 

陽
数(

奇
数)

の
一
番
大
き
な
数
【
九
】
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
古
代
は
特
に
め
で
た
い
日
と
さ
れ

た
。
邪
気
を
祓
い
、
長
寿
を
願
っ
て
、
菊
を
飾
り
菊
酒
を
酌
む
こ
と
か
ら
「
菊
の
節
句
」
と
も
。 

十
九
日 

子
規
忌 

俳
人
・
歌
人
、
正
岡
子
規
【1

8
6
7

～1
9
0
2

】
の
忌
日
。
四
国
松
山
の
人
。
明
治
三
十
一
年
の 

 
 

 

歌
論
「
歌
よ
み
に
不
ふ
る
書
」
で
は
、
万
葉
集
を
特
に
高
く
評
価
し
、
万
葉
へ
の
回
帰
、 

写
生
に
よ
る
短
歌
創
作
活
動
を
続
け
た
。
終
の
棲
家
、
台
東
区
根
岸
の
子
規
庵
は
現
存
し
、 

当
時
の
生
活
が
窺
が
え
る
。
。 

 
 

 
 

二
十
日 

 

敬
老
の
日
（
第
三
月
曜
日
）
国
民
の
休
日 

二
十
二
日 

仲
秋
の
名
月 

 

幼
稚
園
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
「
お
月
見
会
」
が
季
節
の
行
事
と
し
て
催
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

 

 

二
十
三
日 

秋
分
の
日(

二
十
四
節
気) 

 

彼
岸
【
二
十
日
入
り 

二
十
六
日
明
け
】
の
中
日
。
昼
夜
同
じ
時
間
に
。 

九
月
の
歌 

 
 

 

う
さ
ぎ 

 
 

わ
ら
べ
う
た 

「
月
と
う
さ
ぎ
の
関
係
」
イ
ン
ド
の
仏
典
か
ら
「
昔
、
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
た
サ
ル
と
キ
ツ
ネ
と
ウ
サ
ギ
が
、
あ
る
日 

行
き
倒
れ
の
老
人
を
助
け
よ
う
と
し
、
サ
ル
は
木
登
り
で
木
の
実
や
果
物
を
集
め
、
キ
ツ
ネ
は
俊
足
で
川
で 

魚
を
獲
っ
た
。
ウ
サ
ギ
は
、
ど
ん
な
に
し
て
も
何
も
採
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
で
も
老
人
を
助
け
た
い
と 

サ
ル
と
キ
ツ
ネ
に
「
自
分
を
火
で
焚
い
て
肉
を
差
し
上
げ
て
」
と
言
い
残
し
、
火
の
中
へ
飛
び
込
ん
だ
。
老
人
は 

実
は
帝
釈
天
で
、
捨
て
身
の
慈
悲
行
に
感
心
し
、
ウ
サ
ギ
を
月
へ
と
昇
ら
せ
永
遠
に
そ
の
姿
を
留
め
さ
せ
た
」 

 

 
 

 
 

 

月
の
ウ
サ
ギ
の
周
り
に
煙
状
の
影
が
見
え
る
の
は
、
自
ら
の
身
を
焼
い
た
際
の
煙
だ
と
言
う
。 

う
さ
ぎ 

う
さ
ぎ 

な
に
見
て
は
ね
る 

 

十
五
夜
お
月
さ
ま 

見
て
は
ね
る 

http://kaze-sora.com/sozai/autumn/9usagi/9usagi_ill.html
http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/c/c0/Okakura_Tenshin.jpg
http://www6.airnet.ne.jp/manyo/main/flower/nadesiko.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%83%A1%E5%BC%93
http://www6.airnet.ne.jp/manyo/main/twenty/m4312.html
http://www6.airnet.ne.jp/manyo/main/twenty/m4312.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%87%E8%91%89%E9%9B%86
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%87%E8%91%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%99%E7%94%9F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%86%99%E7%94%9F
http://www.shikian.or.jp/sikian0-0.htm

